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研究成果の概要（和文）：リスニングにおける音声/文法/意味上のエラー認識能力の諸相解明に向けた研究を行った。
音声/文法/意味上のエラー認識能力は、英文中で母音と子音のミニマルペアーが適切に使われているかを理解する能力
や英文中の名詞句と動詞句における語順の正しさを理解する能力等で測定され、総合的リスニング能力との関係がさま
ざまな観点から調べられた。調査の結果、音声/文法/意味上の音声エラー認識能力で総合的リスニング能力の46％説明
でき、また、それぞれのタイプの音声エラー認識能力間の交互作用を説明変数として位置づけたとき、その説明率が73
％に増加することなどが明らかにされている。

研究成果の概要（英文）：Research was conducted in an attempt to obtain a map of the nature of auditory 
recognition of phonological, grammatical and semantic errors. Learners’ recognition performance of 
phonological, grammatical and semantic errors was measured from such perspectives of two types of similar 
English sound (vowel and consonant minimal pair words) and two types of sentence word order (verb 
phrase-based and noun phrase-based word orders). A close examination was carried out in order to 
understand the relationships between/among the six types of auditory error recognition and general 
listening proficiency. It has been found, for example, 1) that the performance of the six types of 
auditory error recognition, can account for 46% of the variance of general listening proficiency, and 2) 
that when the interactions of the six types of auditory error recognition are embraced and processed as 
well, the explanatory power is increased up to 73%.
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、EFL リスニングに関する論文や学術

書 ［ Field, J. (2008). Listening in the 
Language. Cambridge: CUP.、大学英語教育
学会（監）冨田・小栗・河内（編）．(2011).
『リスニングとスピーキングの理論と実践
—効果的な授業を目指して』（英語教育学体
系第９巻）.大修館書店.、等］の数が増え、
EFL リスニングに関する研究はかなり進ん
できてる。しかしながら、明らかにされてい
ないこともあり、教育現場に体系的で有益な
情報を提供できていなかった面も否定でき
ない。 
このような状況は、EFL リスニングにおい

て学習者の細部理解能力を高めるのとして
位置づけられている Error Identification［英
文を聴き、含まれるエラーを特定するタスク: 
Rost, M. (2002: pp.138-139). Teaching and 
Researching Listening. Longman.］に関す
る研究ついても当てはまり、文法性判断テス
トの様な文字ベースのエラー識別タスクの
音声版に関する体系的理解は殆ど行われて
いないのが現状である。 
今後、教育現場におけるリスニング指導の

重要性は益々増していくと思われるが、学習
者の細部理解能力を高めることは重要な教
育課題の一つである。その指導をサポートす
るためにはリスニングにおけるエラー認識
の特徴を体系的に理解しておく必要があろ
う。以上のようなことから、本研究課題をス
タートさせた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究課題の最終的な目的は、EFL リスニ
ングにおけるエラー認識の諸相を実証的に
明らかにし、その全体像解明に向けた基盤作
りであるが、調査環境における様々な制約お
よび、調査における信頼性の問題（学習者の
音声言語に対する習熟度等）を勘案し、申請
時の研究目的に修正を加え、研究を推進した。 
 具体的に言うと、音声/文法/意味上のエラ
ー認識能力（全部で６タイプ）と総合的リス
ニング能力の間にみられる関係の解明を主
たる目的とした（詳細は下記の 3.研究の方法
を参照のこと）。 
 
３．研究の方法 
 
 研究期間初年度（2012 年）は、エラー認識
能力の諸相解明に向けた基礎的研究を行っ
た。音声上のエラー認識研究に関しては、英
語の類似音（母音と子音のミニマルペアー）
の識別・理解を重要な分析観点と位置づけ、
（１）母音と子音のミニマルペアーの識別に
おける回数効果、（２）母音と子音のミニマ
ルペアーの識別能力の発達、（３）母音と子
音のミニマルペアー識別・理解におけるエラ
ーの諸相、について語レベルとディスコース

レベルで調査を行った。文法上のエラー認識
研究に関しては、名詞句と動詞句の語順の理
解度を重要な分析観点として位置づけ、エラ
ー認識能力に関する調査をディスコースレ
ベルで実施した。 
 研究期間２年目（2013 年）は、初年度に行
ったディスコースレベルでの調査研究の枠
組みをベースとしながら、文レベルにおける
音声/文法/意味上のエラー認識能力に関する
調査を実施した。ただし、この調査は次年度
に行う最終調査のための準備的調査で、結果
は学習者の自己評価（実際のエラー認識タス
クを限定的に行い、自己のパフォーマンスを
自己採点した後で、エラー認能力に対して自
己評価を行う形式）に基づいている。 
 この調査では、音声/文法/意味上の音声エ
ラー認識能力は文レベル（埋め込まれた間違
いを含む短い英文を聴き、その間違いを認識
できるか）で測定され、また、総合的リスニ
ング能力は標準化された英語リスニングテ
ストにより測定されている。なお、音声/文
法/意味上の音声エラー認識能力に関しては、
次のように規定されている。（１）音声上の
エラー認識：英文中で母音と子音のミニマル
ペアーが適切に使われているかを認識する
能力（例えば、Taro is my vest friend.と
いう英文を聴き、vest という単語に関して違
和感を感じる能力）（２）文法上のエラー認
識：英文中の名詞句と動詞句における語順の
正しさを理解する能力（例えば、Hanako her 
teacher met at the store.という英文を聴
き、動詞 meet の目的語である her teacher
の位置に関して違和感を感じる能力）（３）
意味上のエラー認識：英文中の動詞が含意す
る意味情報と後続の語句との整合性（動詞が
もつ意味と副詞的用法の不定詞句が表す意
味の間の整合性/動詞がもつ意味と場所を表
す前置詞句・副詞句などとの間の整合性）の
正しさを理解する能力（例えば、Kenta 
hurried to the bus stop to miss his bus.
という英文を聴き、「急ぐ」という意味をも
つ動詞hurryと｢逃す｣という意味をもつ動詞
miss との整合性に関して違和感を感じる能
力） 
 研究期間最終年度（2014 年）は、 前年度
に実施した調査の枠組みを踏まえ、実際のエ
ラー認識パフォーマンスに基づく調査を実
施した。 
 ３年間に行った調査で得られたデータは
偏相関分析、重回帰分析、PLS 回帰分析など
の統計手法を用いながら、多面的に分析され
た。 
 
４．研究成果 
 
 本研究課題遂行にあたり、エラー認識能力
に関して様々なことが明らかになったが、下
記は、その主要研究成果のエッセンスをまと
めたものである。 
 



（1）ディスコースレベルで見た場合、ミニ
マルペアーに関するエラー認識率に関して、
母音・子音間での差異は認められないが、子
音のミニマルペアーに関する音声エラー認
識力が総合的リスニング能力により深く関
与している。 
 
（2）ディスコースレベルで見た場合、語順
に関する音声エラー認識率に関して、動詞
句・名詞句間で差異は認められないが、動詞
句に関する音声エラー認識力が総合的リス
ニング能力により深く関与している。 
 
（3）文レベルで見た場合、音声/文法/意味
上の音声エラー認識能力（自己評価）と総合
的リスニング能力（実際のパフォーマンス）
との間には緩やかな正の相関関係が見られ
るが、３つのエラー認識能力を組み合わせ、
さらに、それぞれのエラー認識能力の交互作
用を説明変数に加えると、総合的リスニング
能力の説明率が 40％程度になる。 
 
（4）（3）同様、文レベルで見た場合、音声/
文法/意味上の音声エラー認識能力と総合的
リスニング能力は正の相関関係にある。特に、
①母音と子音のミニマルペアーに関するエ
ラー認識能力、②動詞句に関する音声エラー
認識能力、③動詞がもつ意味と副詞的用法の
不定詞句が表す意味の間の整合性に関する
音声エラー認識能力、を説明変数とすると、
総合的リスニング能力の４６％を説明でき、
さらに、これらの変数の相互作用を説明変数
として位置づけたとき、その説明率が７３％
に増加する。 
 
（5）総合的に見ると、音声/文法/意味上の
音声エラー認識能力と総合的リスニング能
力の間には極めて複雑な関係が存在し、エラ
ー認識能力のタイプを効果的に組み合わせ
れば、EFL リスニングにおいて、細部理解能
力と総合的能力を向上させうる可能性があ
る。 
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